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天命発見（使徒1：7-8）
　
2016年、いろいろなことがありましたけれども、その中で、神様は、これっぽっちもミスなどをせずに、私たちをしっかりと導いていらっしゃいました。2016年の最後をひとりひとり自分で神様の恵みなのだなと、また、神様の愛であり、すばらしい配慮だったと整理し締めくくって終わりにしました。2017年が明けました。たぶん、学年が上がる子どももいるし、学校を卒業して就職する変化の人もいるでしょう。もちろん、皆願ってはいないでしょうけれども、自動的に年は一歳上になります。また、今年こそこうしなくては、今年は、これは必ず成し遂げようというような目標を定めたり決心したりという方もいらっしゃると思います。しかし、いろいろな変化があり、また、目標もあり希望もあるかもしれません。けれども、まず、その前に2017年という年が、いつもと変わることなく世界福音化のために許されている一年であるということを忘れてはいけません。神様は、いまも世界福音化という契約を実行していらっしゃいます。世の中では、こういう年、また、こういうことがあり、こうだろう、ああだろうと、いろいろな予想などをしているでしょうけれども、私たちは、まず、2017年もいつもと変わることなく世界福音化のための一年であるということを大前提にしてスタートを切らなければいけないと思います。神様の結論は、世界福音化です。神は、実にこの世をひとり子をお与えになったほどに愛していらっしゃる方です。そして、特別な民族、特別な時代だけではなくて、全人類を愛して、世界を愛していらっしゃるので、世界のすべての人に救いの福音が宣べ伝えられて、人々にいのちの祝福が与えられること、それ以外に、神様には興味がありません。歴史の主であられる神様は、そのひとつの目的のために、歴史のすべてを動かしていらっしゃるわけです。間違いありません。そうであれば、人間の結論、細かく申し上げると、クリスチャン、信者の結論は、その世界福音化という絶対的な神様の計画、目的のための、神様からの天命を聞き、それが、私が生きる理由なのだと、今年一年もそのための年であると、これが結論でなければいけません。誰かから言われて、また、なにかの雰囲気によって決心するものではなくて、クリスチャンとして当然な、当たり前な結論でなければいけません。

2017年は、そういう意味で、今までも確認していらっしゃるでしょうけれども、より明確に神様の天命を聞き、神様の天命を頂き、それを発見する年であってほしいと願います。そういうときこそ、祈りが正しく行われるようになるし、神様の答えの中に導き入れられるようになるし、皆さんの弱さや環境の険しさ、能力などをはるかに超えて、神の勝利が体験できるようになります。今まで私たちは、1+1=2ということしか知らない、肉だけを基準にして人生を生きてまいりました。クリスチャンになってからも、そういう基準などをもってすべてを見ているわけです。しかし、人生というものは、そういうものではないし、また、そういう基準で頑張ると、なにかができたとしても必ず崩れ落ちるようになるし成功とは言えません。人生というのは、そういうものではありません。皆さんが、今まで見てきて、これからも目指しているいろいろなことがあるでしょうが、それとは別の世界が存在します。未信者の中でも、悪魔によって見せてくれる別の世界を見て、世界のトップを走るようになったりしています。クリスチャンは、それとは次元がまったく違う神の国の世界を見ていけないといけません。その神の国を歩いて行かないといけないのです。それは皆さんの能力、才能、また、弱さがあり、環境がものすごく厳しくても、それが一切問題にならない、それをはるかに超えて神様の導きと神のみわざが現れて、征服の人生、勝利の人生を歩むということです。一生懸命頑張れば、努力すれば、その分、報われる、結果を見るようになるというのでは、人生、生きていけません。努力を否定するわけではありません。それをはるかに超える何かによって、それに乗っていかないと人生は勝利できません。いつも周りのことを気にし、競争ばかりをやって疲れて倒れるようになるしかないのです。でも、今まで見てきて、自分で経験してきた者は、そういうことしかないでしょう。クリスチャンであるのにもかかわらず。そこを破って、本当に弱々しい初代教会が勝利したように、戦争の軍事訓練など受けたことがないイスラエルの民がカナンを征服したように、私たちは2017年、そのような勝利の人生を歩んでいきたいと思います。
そのために、必修でありながら、また、当然なことでありますが、神の天命を発見するところからスタートです。神の天命を発見するというのは、まず、どこからスタートするのかと言いますと、よく聞いて心に覚えていてください。昨年は、たぶん、ここに何かを書きながら元旦のメッセージをしたと思います。今年は、何も書かないので、皆さんがきちんとノートして、一年間その約束を握って、みことばの成就を体験していかないといけません。天命発見です。それが発見できなければ、それが自分自身に聞こえてくる神の御声でなければ、本当の意味での木の答えと勝利は始まりません。なんと悔しいことでしょうか。皆さんが、イエス・キリストを信じて救われるようになったときには、ひとりひとりに全員、神様の天命があり、神様の素晴らしいご計画があって召されたのです。当然、もうすでにあるものなのに、私たちが発見していないだけです。ですから、そういうことを心から祈りつつ、願いつつ、神のメッセージを聞いていただきたいと思います。まず、天命発見のためには、キリスト、イエスの中にあって、自分自身はすでに幸せものだということを確認していなければなりません。いろいろな過去があったでしょう。今現在も、いろいろな事情がそれぞれあると思います。それにもかかわらず、それが良いか悪いかなどと関係なく、キリスト、イエスの中にあって、自分は幸いな者なのだということをしっかりと確認していないと、天命などは私たちに触れることができません。そこからぜひ2017年、確認していただきたいと思います。
そのためにまず、キリストがどういう方なのかを、正しく思い起こさなければいけません。キリストは、唯一の人生の答えであり、特に、世の中にあるすべてのもの、人間を始め、目に見えるもの、見えないもの、すべてをもって絶対解決できない人の根本的な問題を解決される方がキリストです。他の何かと比べることが絶対できない方です。唯一です。何が根本の問題でしょうか。神を離れた、それはもう死ぬことであり、それで終わりなのです。神を離れたということは、地獄なのです。神を離れたということは、悪魔、サタン、悪霊なのです。神を離れたというのは、滅びののろいの運命です。何が良いことが期待できるでしょうか。世の中では、宗教がどんな宗教であれ、どんな学校であれ、どんなマスコミであれ、みな共通して言うことがあります。「違いますよ、人間には無限の可能性があります。頑張ればどうにかなる」と言います。それは偽りなのです。神を離れた以上、良いことなしです。義人はいない、ひとりもいない。現場で姦淫の罪を犯していた女の人を見て、みな石を投げようとしていました。自分でその同じく姦淫の罪を現場で犯すことがなかったから、自分は違うと思うでしょう。自分は良い人間だと思うでしょう。でも、聖書が言っているのは、それがあなたの鏡だ。あなたを映しているものなのだよということです。それが人間です。行いの面、外見において違いがあるから、違うと思うのでしょうか。すべての人は、罪を犯したので、みな地獄なのです。今まで私たちは生まれてから、それと反対の教育ばかり受けて、ここまで来ました。神様の恵みによって、このメッセージを聞いているのにもかかわらず、中々、それが抜けないのです。それでも、自分はいいところがあるのではないか。もちろん、あるでしょう。しかし、それが罪を補ったり、罪を軽くしたりするようなものではありません。同じです。テロを起こしているものを見ると、腹が立って、「なんであんな人間がいるのか」となるが、それが皆さんなのです。皆さんにはそういう気持ちがなかったでしょうか。実行に移していないだけでしょう。人を殺した者。イエス様は、友達に「だが」という者、それだけでも殺人だとおっしゃっています。殺人という行為に及んでいないだけであって、みな根本的に同じものを持っているのに、殺人者を見たときには、見苦しい獣を見るような目で見て、自分はそれとは違うきれいな存在だと思っているからキリストはキリストにならないのです。根本的な問題は何でしょうか。それはキリストの他には答えはありません。キリストは、その根本的な問題を解決することによって、と同時に、すべての問題を解決する方なのです。しかもそれが取り消されないように、それが変わることがないように、永遠にその問題を解決される、それがキリストなのです。だから、このキリストの他には、人生の答えはどこにもありません。
それから、そのキリストが、実はイエス様なのです。イエス様が、そのキリストなのです。その証拠中の証拠が、イエス様がキリストの預言どおりに十字架に変えられて、すべての問題を根本から解決して、その証拠として三日目に死の力を打ち破ってよみがえられました。それは宇宙の中で、人間にはありません。どんなにすばらしい理論にも、どんなにすごい人間にも、偉人にも、そういうことはありえません。十字架にかけられて、死の力を打ち破ってよみがえられました。そして、天に昇られて、神の右の座に座って歴史を動かしていらっしゃる方です。イエス様が、そのキリストです。つまり、キリストはまぼろしではなくて、実際に世に来られてすべてを実行に移して完成なさって、すべてを完了したと宣言されました。ですから、このキリストによる人生の問題の解決、まことの幸せ、本当の救いというものは、他に何もありません。ひとつしかありません。ただ、ただ信仰によって。このイエス様が、キリスト、唯一の救い主、唯一の希望であるキリストだと信じることだけです。他に何かいろいろなことを付け加えようとする動きが結構、ありますが、カトリックはその代表的なケースです。それは全部偽りなのです。そんなのはありません。人間が何か付け加えられるようなものは、一切持っていません。ただいただくだけです。しかも全部、いっぺんに、永遠にすべてを解決していらっしゃるので、ただ信じるだけです。まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきにあうことなく死からいのちに移っているのです。信じるだけです。人間が、こうだ、ああだということは、一切関係ありません。学歴がある、ない、過去に罪を犯したのかどうか、一切関係ありません。病気を抱えているのかどうか、汚い道を歩いていたのか、きれいな人生を歩んできたのか、一切関係ありません。ただ義人は信仰によって生きるのです。これこそ福音と言います。だから、だれでもイエス様の十字架の片側にかかっていた強盗であっても、このイエス様をキリストとして信じることさえあれば、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか。その人の人生は変わり、神が宿る神の神殿として、その瞬間、変わるようになります。古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなります。ただ信じるだけで。頑張ったからではなくて、自分の性格を直したからではなくて、癌が治ったからではなくて、このイエス様をキリストとして信じたことによって、永遠に神の神殿と呼ばれる尊い者に作りかえられるようになります。他の何かをここに付け加えてはなりません。それは、言葉を裏返しますと、パウロが刑務所の中で告白しているように、天にある霊的なすべての祝福をいただいていると、つまり、イエス様を信じるだけですべての祝福いただいて、祝福された者、幸いな者、幸せな者になります。昨日も、今日も、明日も、永遠にまで、お金がまったくなくてご飯が食べられない、旅行など行けないとしても関係なく、私は幸いな者です。

そして、幸せな者として、この世の中を生きて、最後はピリピ3：20に書いてあるように、永遠の天国に迎え入れられるようになっています。もうすでにそれは決まり事項です。これがキリストの中にあるものなのです。だから、他の条件、環境、状況などと関係なく、自分は幸せな者だと確認しなければいけません。先ほども申し上げましたように、すでに幸せな者、今現在も幸せな者、永遠に幸せな幸いな者なのです。それを常に確認しないといけません。それが確認できたということは、今までは、実は皆さんが意識していたのかどうか関係なく、幸せになるために人生を歩いてきました。つまり、幸せになるために歩いていた人生は、卒業しなければいけないということです。また、すべてやっていることが、幸せになるためにやっていました。就職も結婚も勉強もトレーニングもすべて人間関係に迷惑をかけないように気を使いながら礼儀正しくやっていたのも、全部、幸せになるためなのです。幸せになるために工夫していた内容は、すべて終わりにしないといけません。それがキリストにあって、自分は幸せな者だということを確認したということです。ただ、「私は幸いです」と唱えるだけのものではありません。なぜいまだに礼拝の前に、「私は幸い、あなたも幸い」と言っているのでしょうか。皆さんが、本当にそれを確認できていれば、正直、今まで幸せになるために人生を歩いてきたでしょう。それをいまでに卒業していないのです。幸せになるためにしがみつくものが、何と多いのでしょうか。
それから、幸せになるためにやっていること。勉強は何のために。子どもになぜ『勉強しなさい」「嘘をついては行けないよ」「親の言うことをちゃんと聞きなさい」というのでしょう。もちろん、正しい話です。親の言うことは、聞かないといけません。でも、なぜ親は、それを心配して言うのでしょうか。勉強をしっかりしないと成績が落ちて、大学に入れない、就職も難しいし、そうすると、幸せになれないから。なぜ嘘をついてはいけないのか。嘘ばかりつくと、詐欺師になるかもしれない、人々に認められないから。皆にいじめられるかもしれません。そうすると、幸せになれないから。全部が、結局、幸せになるためなのです。親がそのように子どもを教育しているので、レムナントが正しく育つはずがありません。すでに幸せなのです。幸せになるために頑張っていたすべての重荷から自由にならないといけません。
この間、ソウル大学を首席で卒業して大変苦労なさっていた牧師先生が来て、お証しを聞きましたが、その先生は、日本で言えば東京大学のようなところで、４年間ずっとAばかりだったようです。Aしかなかったみたいです。全科目、４年間です。本人は、勉強することが自分のタラントだと思っていたみたいです。でも、ずっと悪霊が見えてきたり、いろいろな霊的な問題を抱えていて、とにかく最終的に、第一次合宿訓練会に行って、キリストのメッセージを聞いて答えを得るようになりました。それで本人のお証しです。自分は、勉強がタラントだと思っていたのですが、そうではなくて答えが見つからないので、答えを求めて、求めて勉強していて、キリストという答えを見つけた瞬間、勉強を手から下したようです。もちろん、その後も、違う意味で勉強をされたでしょうけれども、意味がわかるでしょうか。幸せになるためにやっていたことは、もう幸せだから下ろさないといけません。終わりにしないといけません。幸せになるためにやっていることがあるので、うまくいけば幸せ、うまくいかないと不幸と、幸せと不幸を行き来するでしょう。その人生はもう終わりにしないと、天命は聞こえてきません。いつもそれを行き来するだけなので。過去に何があったでしょうか。関係ありません。私は幸せなのです。体の具合があまり良くないかもしれません。それでも、それと関係なく、自分は幸せだと告白できるときに神の国が臨まれます。神のものが見えてくるようになるのです。いろいろなことがあるでしょう。今年も昨年も頑張って来たのに、中々、うまくいかなかったことがあるかもしれません。今年こそ、延長戦として、それをまた頑張ろうとするのでしょうか。それにいつも何か引きずられているのでしょうか。もちろん、やるべきことはあるでしょうけれども、それが皆さんの幸せを左右するものになってはいけません。

第一に、天命発見のために、キリストにあって自分は幸せ、幸いな者なのだということを確認することです。それから、それを確認できると、やっとこの世界が見えてくるようになります。ですから、天命を正しく発見するためには、終末的な世界観を持たないといけません。世の中では、歴史に対して、世界に対して、いろいろなことを言っています。しかし、クリスチャンの私たちは、聖書に書いてある通りに、終末的世界観を持たないといけません。それはまず、歴史を見る目が変わることです。歴史は、繰り返されているので、これがいつまでもずっと続くと思っているでしょう。しかし、歴史には必ず終わりがあります。それが聖書的な歴史観です。終わりに向かって、なにかの目的をもって流れて、動いているものが歴史です。いつまでもずっと続くような感じで歴史を見ていてはいけません。そして、ひとつの国を見ても、国がいつまでも永遠に立つという国はあります。今までの歴史を少しでも振り返って見てください。国も必ず終わりの日があります。残念ながら、韓国も日本も終わりの日があります。終わりというのは、国自体がもう消えていくという意味ではなくて、いまみたいに頑張っている国ではなくて、「いつアメリカだったっけ？」「アメリカという国は、昔、世界のポリスと言われていたっけ。不思議だな」と思うような時が来るのです。いつまでも強い国、いつまでも盛んな国として、ずっと続くわけではありません。国も終わりがあります。
それから、もう一つ、ひとりひとり個人も終わりがあります。死ぬときでしょう。死なない人間はいません。終わりがあります。終わりがあるというのは、終わりに向かって何かの意味を持って流れるのです。そして、終末的世界観というものは、歴史をそういう目で見るのですが、その終わりに向かって歩いて行くこの世の中の内容、中身が何なのかということを見るのです。問題だらけです。当たり前でしょうけれども。それが終末的世界観です。まず、現れている問題、私たちが見て分かっている問題、戦争やテロが起きたり、自然災害によって災いにあったり、様々な苦難があり、そして、家庭内暴力や家庭内不和、いろいろなトラブルなどがあります。個人的には、霊的問題、精神的問題、病気、人間関係の問題、青少年の犯罪、社会犯罪のかたちがどんどん変わってややこしくなっていく。法律がついていけない犯罪が起きっぱなしです。いま短く申し上げました。これからもずっとお話しするつもりなので。こういう問題です。でも、クリスチャンは、その問題が問題ではなくて、その背景というものがあります。たとえば、個人的に麻薬やアルコールなどの中毒になった場合は、それは現れている問題です。その背景は、小さいときに親から虐待されていたり、認められなかったり、捨てられたり、あるいは、人からいじめられたり、なにかそのような傷になるしかない背景というものがあります。本人が意識しているかしていないか関係なく、無意識の中でも本人を動かす力になるわけですから。そのような背景などがあるので、中々、問題を解決することができません。
そして、もっと深刻なのは、その背景だけではなくて、隠れている問題があります。まるで土の下に根っこが隠れているかのようです。それが何でしょうか。先ほども言いましたように、それが霊的な問題です。誰もわかっていない問題です。神から離れていて、神のすべてのいのち、その祝福が断たれてしまいました。それが何を意味するのか、冒頭で申し上げました。それこそ、ダイレクトに申し上げると、サタンであり、地獄であり、のろいです。それが隠れている問題です。それなのに、世の中は、それを知らないので、自分でもうちょっとまじめに直して、頑張ればこの問題の解決の糸口が見えるのではないか、経済的に豊かになればどうにか変わるのではないか。あるいは成功すれば、発展すれば、この問題に効き目があるのではないかなどと思って、皆がそちらの方に走っているのです。それは隠れている本当の問題がわかっていないので絶対に解決できません。ですから、結論です。キリストの福音の他には答えはありません。それが歴史の中身に対しての答えです。終わりに向かっているのに、皆が問題に捕らわれて滅びているのです。しかも勘違いの中を歩いています。それが世の中です。柳先生もおっしゃったように、何を羨んだり、何をそんなに欲しがったり、どこに魅力を感じるのでしょうか。キリストの福音の他には、光はありません。希望はありません。何がどんなに変わっても、どんどん変な方向に行くだけです。AIがこれからはテーマになるでしょう。必ず変な方向に行きます。神の創造のわざを、人間が代わりにやろうとしているのです。時代が変わっても同じです。善悪の木の実をとって食べることを、いまでもずっと同じくやっているのです。それに力を加担して、先頭に立って、Apple社やGoogle社などはやっています。そういう世界です。キリストの福音の他には、希望はありません。その中で、キリストの福音を伝えるべき教会がどうなっているのか、教会が世俗化しているのです。世の中の宗教と変わらないものになっています。それが世俗化です。テーマがまったく違います。人民解放、貧困解決、環境保全、人権保護などが、教会のテーマになっています。キリストではありません。世俗化しています。その結果、どこの宗教でも道はある。キリスト教だけではない。世界の問題を解決するためには、宗教などはあまり言わずに、みな一緒に手を取り合って世界の課題に向き合うべきではないのか、取り組むべきではないのかという大義名分を取り上げて、教会も「なるほど、そうなのか」ということで、世界平和のために、戦争撲滅のために、社会正義のために、仏教とイスラム教と一緒にやるためには、キリスト教のキリストを捨てないといけないのです。いまは世界にキリスト教の看板を掲げている教会の99.9％は、多元論を信じています。どこにも救いはあると。光はひとつしかないのに、そこがぼやけています。それで結局は、宗教統合の時代を迎えて、今歩いています。キリスト教もそこに入ります。宗教のひとつになっています。唯一、キリストの他には希望がないのにです。神様は、その終わりに向かって行く終末の時代を始めて、本格的にキリストを宣べ伝えて人々を助けようと世界福音化の時代を開きました。教会を通してそれをなそうとしていらっしゃるのに、世界は世界なりに知らないからこういう方向に勘違いの中で走っていくのですが、そこに光を照らすべき教会も今このような状況になっています。
こういうときに神様が私たちを召されました。そして、このような世に私たちを遣わされるのです。そこで天命を聞くようになります。このようになっている。世の中はこうなのだ。終わりがあるのだから。あなたがたはすでに幸いな者だ。教会でさえ、すべてあきらめて捨ててしまったのだ。どうするのか。天命はひとつしかありません。だから、このキリストのいのちの福音、唯一の福音を語りなさい。勉強、事業をとおして、健康、お金をもって、結婚しながら、踊りながら、音楽をしながら、このキリストを語りなさい。これが天命です。そのために召されました。子どもでも大人でも関係ありません。どんな職業なのか一切関係ありません。キリストの中にあって、すでに永遠に幸いな者なのだという確認とともに、終末的な世界観を持って世の中を見て、また、教会を正しく見ることによって、なるほど、神様がいま求めていらっしゃること、いま私に望んでいらっしゃること、いま神様が声を発するとすれば何を発していらっしゃるだろうか。他に何もありません。キリストの福音を語りなさい。これが天命です。皆さんの人生が、自分の計画や自分のやりたいこと、価値観によっていろいろなことを目標にしているかもしれません。それは天命ではありません。神の天命はややこしくいろいろな内容があるわけではありません。キリストを語りなさい。そのために2017年も許されています。そのためにあなたがたは召されています。

今日はメッセージが少し長くなりますが、そのために天命をしっかり聞くためには、それは、あなたがたは知らなくてもいい、ここができないといけません。知らなくてもいいというのは、世の流れというものがありますが、世の流れはどんどん世の中は良くなっていく、どうにかなるだろう、人間は最高の存在だと、ヒューマニズム的ないろいろな流れがあります。それに決別を宣言しなければいけません。それは、あなたがたは知らなくてもいい。それからもう一つ、この天命を全うするときに、条件、環境、状況などを見たときに、どうしてもそれができなさそうなことばかりかもしれません。それを知らなくてもいい。それに一切引っかかってはいけません。もう一つ、欲や心配、言い訳などは、あなたがたは知らなくてもいい。天命を聞くためには、そういうことに引っかかると、天命が聞こえる前に、そういう声によって、それと格闘する間は、天命はずっと遠いです。あなたがたは知らなくてもいい、知らなくてもいいことにあまり興味を持たないようにしましょう。それは実は、卒業したのです。だから、昔の同窓会にあまり参加しないようにしましょう。それを知らずに、神様が望んでいることは一つだけです。ただイエスの証人となりなさい。これが天命です。どういう証人なのでしょうか。Onlyキリストの他には希望がありません。Onlyイエス様だけがキリストです。だから、他に何もいりません。このイエス様をOnly信じることによってあなたがたは救われる。証人というのは、証拠をもってお証しすると同時に、そのお証しをとおして、それが証明されることを体験するということです。証人というのは、証拠を持って語る証し人であると同時に、その証しによって、それが本物だということがそこで証明されるのです。ペテロがそれを見ていたので証人として、「私にあるものをあなたにあげよう」とお証ししました。するとそこで、生まれながら足のきかないものが立ち上がって主を賛美するようになりました。やはり、イエスはキリストなのだねと証明されるのです。その証明されることに用いられる者を証人と言います。それが天命です。これから、証人として生きていきなさい。この天命が聞こえてきて、私たちが生きるのは、自分の意欲によってではなく、天命によって生きるのです。この天命が自分のものになっている人は、意識が変わります。特に、現場に対する意識が変わります。職場であれ学校であれ家庭であれ、どこの現場であれ、いま自分が置かれている現場が、天命を全うするための対象であり、天命のための場です。そのような意識の変化が求められます。それから、その現場が天命を全うしていくための場でもあるし、天命を全うしていくための道具にもなります。そのように意識が変わります。芸術であれ才能であれお金、職業、事業であれ、それが道具になってそれをとおして天命を全うするようになるし、また現場そのものが天命が全うされるところになるし、意識が変わります。それが、現場を宣教地と見るということです。

それから、最後に、このように意識が変わって、天命を全うしていくときに、必ず神様がその現場に答えを与えられます。そして、与えられた答え、神様のみわざ、祝福は、天命を全うしていくためにささげる献身です。そういう意識を持たないといけません。天命のために生きるのですから。そのような意識の変化が求められます。ぜひ皆さん、2017年、いつも聞いているメッセージだと思わないで、どんな仕事であれ、何歳であろうと関係ありません。クリスチャンであれば、天命を聞かないといけません。ぜひ、天命を発見する年になり、2016年、みことばを握って、皆さんが4つのことをずっと実践していらっしゃったと思います。聖餐の告白、信仰の宣言、救いの道、聖書箇所を暗記したりといったことをやっていらっしゃいました。それもずっとこれからもやりましょう。それは2016年だけのものではありません。それをずっとやりつつ、今年はひとつ加えていただきたいと思います。天命確認、という欄を設けてください。皆さんが聖書を読んだり、メッセージを聞くときに、そこでこのような天命を確認することができる内容があればチャックして書くようにしましょう。そういう欄を作ってください。それから、ニュースなどを聞きながら天命を確認するつもりで、いつも聖書をみたりニュースを聞きながら、ニュースをとおしてもそれをチェックしてノートするようにしましょう。もう一つは、皆さんが今置かれている現場、人間や様々な事柄などがあると思います。それらを見ながら天命を確認するつもりで見て、また、それをノートするようにしましょう。
最後に、皆さんの家系、家庭などを素直に振り返って見て、そこから天命を確認するようにしましょう。つまり、キリストでなければ絶対にできない、と聞きましたメッセージを確認して、「ほら、キリストしかないでしょう。キリストが伝えられないといけないでしょう」ということを、日曜日のメッセージを聞きながらでもいいでしょうが、皆さんが今日申し上げました聖書とニュースと現場と家系、家庭をとおして、具体的に確認するようにしましょう。2017年はそうしましょう。そのときに、いつもこのように問いかけられるでしょう。なぜそうなっているのだろうか。他の人が同じことを見ていても知らない部分が皆さんには見えているでしょう。なぜそうなっているのでしょうか。なるほど、キリストでないといけないのだねと。それから、こういう問いかけもできるでしょう。あなたは、なぜ生きているのか。なぜ生きるのか。それらを確認しながら、こういうことを毎回確認するでしょう。なるほど、それで私が召されているのだね。それで私がいるのだね。そういうことを1年間ずっと繰り返してやっていってください。それから、天命確認して、皆さんの人生を整理してください。過去を振り返って、そして、今までの経験、持っている才能、今現在の様々な状況などを総合しながら、このキリストの福音を伝える天命のために、自分は何をもってどのようにこの天命をまっとうすればいいのかということを探してください。必ず答えがそこで見つかるようになるはずです。過去、経験、才能、現在の様々な状況などをもって、「神様。天命は分かりました。自分自身はどのような天命、どのように、なにをもって、どこで、この天命を全うすればいいでしょうか」とこれを総合しながらずっと問いかけ続けると、メッセージを通して答えが必ず与えられるようになります。そのときから、皆さんの力と関係ない、神様の力を体験するようになります。教会に30年、40年通っていても、この発見がないと、神の力とはあまり関係ありません。だから、葛藤が終わりません。頭では全部わかっているのに。結局、一番最初に序論で申し上げましたように、信者の結論というのは、30年、50年、通っていたのかではありません。癌にかかる場合もあるし、成功する場合もあります。両方とも結論は、天命を聞くためです。それが目的です。大変な苦労があったでしょうか。そこで天命を聞くためなのです。ものすごいう成功があったでしょうか。成功に酔っているともう終わりです。天命を聞かないといけません。信者の結論であり、信者の本当のスタートは天命からです。
今年一年か、このことをぜひ発見して、今までとは比べることができない、まるで雲の上を歩くようなすばらしい勝利の人生を歩んでいただきたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。2017年が明けまして、兄弟姉妹とともに、神の約束のメッセージをいただきました。どうかいつも聞いているないよと思わずに、神の天命を約束として握って、ひとりひとりその恵みが豊かに与えられることを心からお祈りします。この天命を中心に、自分自身、教会、現場を見ることができ、そのことによって、第2にRUTC運動の主人公としての道を歩むことができるようにひとりひとりを祝福してください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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